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金谷：　総合討論では、3 つのお題にまとめ
させていただきます。1 つ目に、今なお天然
素材でものをつくる意義とは何なのか、とい
うことです。富澤先生から挙がった「なぜこ
の素材の研究をするのか、その社会的意義は
何か」という質問、また上羽先生からの「代
替物でまかなえないのか」という質問と合わ
せてお答えいただければと思います。はじめ
に素材の特性がファッションを動かしてきた
という話をしました。本日は素材として、羊
毛、石製ビーズ、ラックを取り上げました。
いずれも次第に扱われなくなり、プラスチッ
クに代わったり、樹脂としての用途は残って
も染料としてはあまり使われなくなったりし
ているという話がありました。このように、
素材の特性がファッションを動かすという
テーマの一方で、素材そのものが代替物に代
わっているという面もあります。それはどう
いうことなのでしょうか。他のもので、実は
まかなえるのか否か、あるいは、素材の特性
としての重要性は確かに重要だが、その他の
特性―たとえば文化的特性があるのでしょう
か。

2 つ目に、素材の生産は今後も担保される
のか、ということをお聞きしたいと思います。
今後も続いていくのか、需要がなくなるなか
でエスニックな魅力を新たに開発していくの
か、あるいはアイデンティティとして文化的
な特性がありそれが担保されていくのか、と
いうことです。

3 つ目に、ファッションとの接合について
です。天然素材に注目することで、ファッ
ションという分野で何ができるでしょうか。
サステナビリティが問題となり、消費中心的
なライフスタイルに対して、何かおかしいの

ではないかという批判が出ている状況があり
ます。今日は、市場、サプライネットワーク、
伝統的分業、仕入れの商人、インドとの比較
としての一宮の例などの話がありました。一
宮では羊は飼われておらず、仕入れていま
す。それで日本の生産の 80％を担っていま
す。それでは羊毛を運んでいるのは誰でしょ
うか。こうした、市場との関わりということ
にも触れながら、ファッションで何ができる
のかということを議論していただきたいと思
います。

渡辺：　1 つ目についてです。羊飼いの人び
とは天然素材しか手に入らない状況だったか
らこそ今までそのようにしてきました。カト
マンズに行き化学染料が安く使用できるよう
になったら、自由に派手な色で作っています。
つまり、彼らはあまり天然素材にこだわって
いるようではなく、むしろ我々の方が天然素
材にこだわっているという面があるかもしれ
ません。

それではなぜそういう研究をするのか。社
会的意義としては、ヒマラヤの生活を支えた
産業、生業として重要だという点が挙げられ
ます。食の確保だけで大変な山村にとって、
その生活を支えていく副業として織物があっ
たということが大きかったのです。しかもそ
れには、売って平地や都市にまで流通させる
だけの価値があったということは驚くべきこ
とだと思います。定期市を見ると、その多く
が米など低地や都市で作られたものが入って
くる一方なのです。それを消費するお金を稼
ぐために、ネパール人は出稼ぎに行くわけで
す。そう考えると、地場産業があり、稼ぐ方
法がたとえ副業だろうと存在したということ
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は物凄いことだと思います。しかも、畜産物
は比較的流通しやすいのです。なぜかという
と、農産物は、貯蔵しない、あるいはできな
いうちに食して終わってしまいます。ですか
ら、市場に出るのはわずかであり、都市にま
で流通させられません。しかし、ラックを含
めて林産物と畜産物は比較的都市にまで流通
できるのです。そのように、お金を稼ぐとい
う意味で生活のなかでの意義がありました。

2 つ目の素材として担保されるかですが、
羊飼いをやめる人が出始めて人数が少なくな
りつつあるので、いずれは難しくなるかなと
思っています。そのうえで、ラリが他の素材
で作れるかというと、それも難しいようです。
たとえば、ニュージーランドの素材でラリを
作ろうとした人がいましたが、できなかった
そうです。なぜかは不明ですが、ある専門家
は「ニュージーランドから輸入した羊毛は油
抜きしてあるために縮まなかったのではない
か」と話していました。真偽のほどはわかり
ませんが、現地の人びとは「ニュージーラン
ドの羊毛ではラリは作れない、やはりラリは
自分の村で作った羊毛でないとだめだ」と感
じています。ニュージーランドの羊毛で作製
できればラリ生産は今後も続くかもしれませ
んが、早晩なくなる危険性もあるかもしれま
せん。

3 つ目のファッション業界との接合で何が
できるかは、反対に私が聞いてみたい点です。
ファッションの世界には感度の高い方がおら
れるので、ラリに美的な価値を認めて美しい
と思っていただけるのかと今日私が驚いてい
るのですが、そうだとしたら、同じ文化を共
有する人が日本にいても良いわけです。そう
いう形で支えていただければと思います。

金谷：　1 つ目の点について、環境との関わ
りについてもう一言加えてください。山の暮
らしにとって副業があることが大事という話
ですが、山の暮らしとはどういったことで
しょうか。どれくらい標高があり、どれほど

気候が厳しくて、だから羊を飼うのだという
点をご説明ください。

渡辺：　調査地は、農業で生活しています
が、お米が辛うじて収穫できるくらいの標高
です。降雨の多い場所ですから、西部インド
に比べれば、収穫はそれなりに安定していま
す。とはいえ、年によって差があります。そ
れ以上に、貧富の差が大きいです。土地を多
く持つ人とそうでない人がいます。子どもの
多い家庭に生まれた人びとは土地がありませ
ん。羊飼いをすればそれなりに暮らせ、生き
られたという人たちなのです。農作業や土地
が少なくても、女性がラリを織れば生活の足
しになったわけです。羊飼いも結構大変な世
界で、1 年で羊が一気に死んでしまうという
ことがあります。そういう点を女性が支えて
いるという側面がありました。だから、牧畜
で暮らすというのは、農業での不足を補える
面もあったと思いますが、さらにそのリスク
を織物が支えていたという点で、歴史的に需
要があったのだと思います。それが現在は、
出稼ぎ時代―それをしないでもある程度は暮
らしていけるようになった時代―を迎えてい
るのだと思います。今後どうなるかは彼ら次
第であるかなと思います。

遠藤：　1 つ目についてです。ビーズにはさ
まざまな素材があります。石の他にもプラス
チック、ガラス、粘土、陶器などで作ったも
のもあります。そのため、代替物でまかなえ
ないかといわれれば、歴史的につねにまか
なってきたといえます。たとえばインダス文
明の頃でも、長いカーネリアンビーズを粘土
で作った事例もあり、初現期からまかなって
きたといえます。ただし、天然素材の場合に
は、何らかの効能があると信じられてきまし
た。インド世界では紀元前から「この色のこ
ういう石はこういう病気に効きます」という
風に、症状、心理的・医学的な、もしくはマ
ジカルな意味で、効能が決められています。
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それは紀元前の文献にも残っています。現在
のパワーストーンでも効能などが書かれてい
ますが、それは歴史的な文献をもとに新たに
創作された価値といえます。その意味では、
ガラスもプラスチックも同じ色であるとはい
え、特定の石にそうした意味が込められてい
ると信じる人がいれば石だけが効くわけで
す。しかし、プラスチックであっても同じ色
だからと信じる人が増えれば、代替物で代用
できます。しかし、プラスチックにそういう
意味を信じる人はおそらく少ないと思います
ので、天然素材でなければ意味というのは代
替できないと思います。ただし、ファッショ
ンという点ではもちろんまかなえるというこ
とになります。マジカルな意味を信じるかあ
るいはファッションかで、代替できるかどう
かは大きく異なります。

2 つ目についてです。ビーズは小さいです。
素材になる石は基本的には堆積岩が多いです
が―時には変成岩も使われます―、基本的に
は世界各地どこにでもあります。産地の大小
の違いはあります。インドではグジャラート
地域が有名で、インダス文明の頃から採掘さ
れています。たとえば、紀元前 6 世紀くら
いの文献に、その地域について「メノウの
山」と表現されています。その頃から現在ま
で、枯渇することなく大量に石が存在してい
ます。おそらく、ビーズの素材として使うに
は人類が使い切れないくらいあります。そう
いう意味で素材が枯渇するということはない
でしょう。ビーズの場合は、家や墓石やお城
を作る場合とは異なり、巨大産業ではないた
め、石という素材に関しては使い続けてもお
そらく問題ないです。

ただし、特定の産地に限定した場合は異な
ります。たとえば日本も昔はメノウの産地で
した。現在でも「出雲のパワーストーン」と
銘打って売られていますが、おそらく出雲で
採れたメノウというのはほとんどありませ
ん。稀に採れることはありますが、出雲地域
で多くメノウが採れたのは弥生時代から古墳

時代までです。そこから技術がなくなり、江
戸時代末期に北陸（若狭地域）から技術が移
転して現在のパワーストーンにつながってい
ます。そのため、出雲のパワーストーンは新
しく創られた伝統です。このように特定の産
地が枯渇することはあります。インドでも、
写真でお見せしたように現在は小規模で手掘
りしているため生産量は大きくありません。
人間が人力のみで掘ったとしても、大型機械
で大規模に掘っている地域にはかないませ
ん。日本に来るパワーストーンの多くがイン
ド産として売られていますが、おそらく実際
は 7、8 割が違うと思います。産地を教えて
くれる店で調査をすると、多くがブラジル産
です。パワーストーンといわれるメノウ系の
石材の大半が南米産なのです。アメリカの地
質局（USGS）の貿易統計にも表れていますが、
南米では大規模に掘っています。そうすると
インドは供給量では負けてしまいます。反対
に、その原石が加工技術の高い中国やインド
に輸出され、加工したうえでインド産として
売られることはあります。簡単にいうと産地
偽装です。そういう意味で、素材として生産
の担保はとれます。ただし最初の質問とも被
りますが、インド産の石であることに意味が
あると信じる人がいるならば、そうした石で
は価値が認められないのかもしれません。さ
らに言えば、岩石学的には地球上のどこで採
れても、メノウとしてはまったく同じ元素構
成です。SiO2 が 97％でガラスと似た構成物
です。残り 3％は色に応じて決まるので、そ
れが南米で採れようとインドで採れようと石
としては違いないと私は思っています。マジ
カルな意味に地域が含まれているかどうかは
議論の余地があるので、担保されるかどうか
の判断は難しいと思います。

代替品というのは―たとえば今私が付けて
いる青地に白い円が多重に見える石のついた
指輪ですが、この石は天然素材のメノウでと
くに模様が眼のように見えるためアイビーズ
と呼ばれています。昔の人はこれを欲しがっ
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たのですが、偶然生成されるもののため手に
入りにくいものでした。そのため、ガラスで
模倣して作ったのです。トルコのお土産に眼
の模様のついたガラス板（ナザール・ボンジュ
ウ）がありますが、あれは天然素材のメノウ
の模倣品です。古い時代から、ガラスで模倣
する文化があります。ガラスビーズの始まり
は、基本的に石の模倣なのです。石は偶然の
産物で赤などの色が付きます。インドではコ
ントロールして赤くしていますが、特殊な技
術を持たない地域では赤、青、黄など色は偶
然です。ガラスはそれをコントロールして作
れるようにしたものです。そして、大量生産
できるようにしたわけです。そこにマジカル
な意味はなくなってきています。ただし、ガ
ラスの生産自体に 6000 年以上の歴史がある
ので、模倣であってもそういう意味が付加さ
れるようになってきています。この先プラス
チックがそういう効能を持つ可能性がゼロと
は言いきれませんが、プラスチックの場合は
わずか数十年の歴史しかないので現在そうい
う意味はないわけです。

3 つ目についてです。私にとってはすべて
の質問が連関していますが、ビーズは人類の
歴史上つねにファッションに関係していま
す。ビーズは実利的な機能はなく、生産性の
ないものです。つまり、ビーズがあれば食事
や仕事が得られるものでなく、生きるうえで
とくに意味がないものです。ただし、身を
飾ったりマジカルな意味を持ったりしたた
め、その点では意味を持つものです。私は研
究目的にカーネリアン―赤い石―のビーズを
身に着けていますが、現地の人からはその効
能についての話を聞いています。文献のなか
でも、赤い石は心臓に良く心に効能があると
されていて、心臓発作の予防や心を強くして
くれるという効能があるといわれます。どれ
ほど信じるかは人によりますが、そういう文
化伝統というものがあります。世界中で次第
にそういう文化がなくなってきているにも関
わらず、欧米や日本でパワーストーンとして

新しい価値が創造されています。そのため私
の理解では、意味が変わりつつもつねに石の
意味は継続しています。すべての人に共有さ
れているわけではないが、一部の人に確実に
共有されています。なおかつ、マーケットを
確保しているという事実もあります。日本の
観光地や大都市には必ずパワーストーン店が
あり、ショッピングモールでも少なくとも一
店舗は入っています。この日本では、確実に
マーケットが開発されているわけです。そう
いう点で、継続性とファッションの接合は担
保されているのではないかと思っています。

竹田：　1 つ目の今なお天然素材でつくる意
味、社会的意義との関連についてですが、ラッ
クカイガラムシには赤く染める染料と樹脂と
いうおもに 2 つの用途があります。樹脂に
関していえば、最近、海洋プラスチックが大
きな問題になっています。SDGs とも関係し
て、プラスチック利用を何に代替していくか
が問題なのです。実は、天然物で熱可塑性を
持つ樹脂がラックです。ですから、もしかす
ると今後爆発的にラックが使われるようにな
るかもしれません。ただし現在では、値段が
釣り合わないのです。日本のラックメーカー
にはすでに問い合わせがあるそうですが、現
在使用される工業プラスチックを代替できる
ほど安価ではないということです。

社会的意義についてはつぎのように考えま
す。ラックカイガラムシは小さな虫ですが、
それでラックを生産するには木が必要になり
ます。経済学で「外部性」という考え方があ
ります。外部性とは、たとえば工場で何かを
生産すると、有害な排水やガスが発生するな
どします。本来、それを作ることが目的では
ないが、どうしても出てしまうものというこ
とで、外部性といいます。外部性には「正の
外部性」と「負の外部性」があります。工業
生産は多くの場合で負の外部性につながるの
ですが、ラックカイガラムシの場合は、生産
するとますます木が増えるという正の外部性
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があります。この正の外部性に注目して非木
材林産物生産を通じて熱帯林保全を進めよう
という考えがあります。ラックカイガラムシ
研究の社会的な意義としては、この正の外部
性の観点から森林保全や再生につなげる点が
あります。

2 つ目の素材生産の今後を考えると、地元
で利用されるということがあれば、最低限の
生産は続くのではないかと思います。今日は
おもにインドの話をしましたが、かつてミャ
ンマーはラック産地でした。現在はほぼなく
なりましたが、それでも細々と続けている地
域があり、それはやはり地元の消費で保たれ
ています。

3 つ目のファッションとの接合について考
えると、食べ物の説明を思い出します。経済
発展の流れに従うと、戦後の空腹時は何でも
いいから食べ物がほしいという状況があり、
ある程度食べられる量が満たされると何か美
味しいものが食べたくなるという話です。最
初は胃袋で食べていたが、つぎは舌で食べる
ようになり、さらには、これを食べると健康
に良いのではないかと考えて頭で食べるよう
になるというものです。

ファッションもこの胃袋と舌と頭の例でい
うと、頭の時代の現在では作られてきた物語
を一緒に着ているわけです。たとえば大量生
産の服を着る場合と、一品物で非常に時間を
かけてどこかの田舎の村人が作っているとい
う場合では、物語が異なります。このような、
物語を消費する志向がファッションに動いて
いけば、もしかしたら天然素材には非常に大
きな可能性があるかもしれません。ここにい
る皆さんのなかには将来起業する方もおられ
るでしょう。小さな規模の起業でも、地元に
根差した物語を SNS 等で発信して、物語を
売るというようにすると非常に稼げる可能性
があるかもしれません。

上羽：　いろいろな生産の現場を見ている
と、資源がなくなっていくところが多いです。

なくなる理由は、資源が採れなくなったり利
用できなくなったりする場所が多いので、先
生方の今のお答えからは、皆さんの調査地で
は今後も継続するのかなと思いました。ただ、
実際に手仕事の世界で見ると、そういう資源
の消失よりも日常生活の消失―日常生活にお
いてそれが必要なくなる場合や、日常生活に
おいて代替物に代わってしまう場合―が多い
ため、先生方の現場の話を聞いて勉強になり
ました。

ファッションと消費との関係や、物語との
関係の話が出てきました。今日ここにいる皆
さんはこれから物語を作っていかないといけ
ないわけです。他の人と差異化していく必要
があります。ただし、先日ある日本の生産現
場を見学したのですが、そのなかには素材を
見誤って物語を無理矢理作ろうとしている現
場も幾つかありました。天然素材だからエコ
フレンドリーで環境にやさしいと言いながら
も、結果としてはそうなっていないというこ
とがあります。皆さんには、素材をどうやっ
て見極めるかということを学んでいただきた
いと思います。たとえば、ニュージーランド
の羊毛が縮絨できなかったという話がありま
したが、なぜそうだったかというように、素
材に対して見極める目を今の期間に養って、
正しい物語をつくっていただきたいと思いま
す。誤った物語を付与している手仕事もたく
さんあるので、これは誤っているんだという
ことを見極める力が必要です。皆さんは生産
に携わるかもしれませんが、消費もします。
そこでも、素材は肝になります。単にファッ
ションということでは素材は見えません。天
然素材を売り言葉にしながら化学素材を混ぜ
るということは生産現場でたくさんありま
す。私たち消費者はそれを分析することはし
ないので、最終的には誰が生産しているかに
つながるわけですが。ですから皆さんもぜひ、
身近なものに対して素材という視点で見ても
らえると面白いのではないかと感じました。
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富澤：　社会的意義は何ですかという挑発的
な質問に、基本的なところからご説明いただ
きよく理解できました。あるデザイナーに、

「ファッションで重要なのは 7 割が素材で、
意匠が 3 割である」という方がいます。と
いうのも、意匠はまねしやすいからです。分
解すれば模倣できます。ただし、素材はまね
をしようと思っても難しい。そういう点で、
世界のトップデザイナーも日本の有名デザイ
ナーも、差別化するために、産地に自ら入っ
て素材を見つけ一緒にコラボレーションする
というのが 1 つの流れになっています。そ
ういう意味では、今日まさに素材に焦点を当
てていただいたというのは、非常に重要な企
画だったと思います。加えて、日常的にあま
り耳にすることがないビーズやラック、特殊
な毛織物という 3 人のお話を聞いて、世の
中にはたくさんの素材があるということを教
えていただきました。これに学びつつ、日本
の国内にもより重要な素材があり、海外にも
あるというメッセージをいただいたと思いま
す。

胃袋、舌、頭で食べるというのはたとえ
としてわかりやすかったです。衣服にその 3
つの段階があるということは皆さんもすでに
理解していると思いますが、加えてストー
リーということですね。モノ消費からコト消
費へということが、10 年ほど前から言われ
ています。皆さんがそれぞれ、素材そのもの
や、それに自分のユニークな意匠をつけて、
ストーリーを提供するということです。しか
も、社会的兼ね合いをこれで解決するという
ことをやっていただければ、非常にユニーク
な仕事ができるのではないかと思います。本
日は非常に有意義な企画であったと思いまし
た。

野田：　4 つの観点でお話しします。まず、
持続可能性です。非常に極端な例ですが、こ
のようなイメージをしました。小学校 5、6
年生の男の子がいて、お母さんが手編みした

セーターを着ています。小学生は急に身長が
高くなる時期なので、セーターが小さくなり
ます。小さくなったからと新しいセーターを
購入する場合もありますが、セーターを解き
直して毛糸を足し、再びセーターを作るとい
うこともできます。この場合、捨てるという
過程が入りません。持続可能性につながって
いくわけです。このたとえで申したように、
これからは持続可能性が求められます。その
点を共有したいと思います。

つぎに、物語をつくるという話に関連して
申します。尾州の方と話をしていると、消費
者全員に満足するようなものを作っても、値
段の面で釣り合わないと仰います。そのため、
皆さんも経営学で学習したと思いますが、世
の中に 3 ～ 5% 程度いる、新しいものを求め
ている人びとをターゲットにしたものづくり
というのが大事です。人びとが面白いと思う
ようなものをつくることです。そこには、生
地を作る人、企画する人、洋服に仕立てるデ
ザイナー、小売店のスタッフ、そして買いに
来る人など、一気通貫で全部共通した考え方
がないと最後の消費者までわたりません。先
生方が物語という話をされましたが、まさに、
設計する人、デザインする人、売る人、買う
人がみな同じ土俵で理解できるものづくりを
皆さんに是非勉強していただきたいと思いま
す。皆さんがここで勉強したことを活かせる
ものづくり、それをお願いしたいと思います。

第 3 に、ものづくりに関連して今日はい
くつかの問題が出てきました。産地の問題や
後継者の問題ですね。ものづくりという世界
は、残念ながら世界共通で後継者の問題や産
地の縮小が言われています。尾州も同じです。
しかし反対に、他に担う人がいないから自分
がするのだという人が芽生えてきています。
世の中の流れに沿えばなかなか機会がなくて
も、周囲と違うことをしていると場合によっ
ては浮かばれます。ブルー・オーシャンとい
う言葉がありますが、誰もしていないからま
さに青い海なのです。そこに自分が飛び込め
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ば、すばらしいもの、宝の山があるかもしれ
ません。

そして第 4 に、草木染の話に関連します。
私も 20 年ほど草木染をしています。草木染
の欠点は、消費者に渡ってから色褪せが起き
ることです。洗濯し太陽に当てると、どうし
ても色が落ちてしまいます。ですから、そう
いうことを納得できる人に買ってもらわない
といけません。理解していない人が買い、色
褪せたと店に不満を言われても困ります。そ
うしたことを理解している人に買ってもらわ
ないといけないわけです。そういうものづく

りがこれから求められています。
最後に私の感想ですが、冒頭の先生の話に

ファッションというとミラノ、パリ、ニュー
ヨークだと大方の人が思っているとありまし
た。皆さんもそうだと思います。しかし、そ
うではなく、周囲の人が選ばないところを探
すのも 1 つの手です。今回はインドの話で
した。皆さんの好みではありますが、人がし
ないところの方が、成功する確率が相対的に
高いと思います。努力だけは忘れずに頑張っ
てください。

シンポジウム総合討論の会場風景（2019 年 7 月 13 日、国際ファッション専門職大学広報撮影）
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